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１．目的  

 近年水害の頻発化、激甚化により、河川流域全体で水

害を軽減させる流域治水が求められている．流域治水を

具体的に進めるためには、本川および支川を一体的に解

析し、各支川の流出の特性を分析し、さらに本川・支川

の洪水がどのように形成されていくかを十分理解するこ

とから始めなければならない.見上ら 1)は、利根川上流域

において本支川一体で非定常洪水流計算を行い、本川の

水面形を正確に説明し、1 次支川や 2 次支川からの流出ハ

イドログラフが、本川の洪水形成に非常に重要であるこ

とを示している.また福岡ら 2)は、洪水水面形の観測値お

よび解析を用い、鬼怒川や球磨川の貯留効果について流

域全体で評価している．本論文では、本川からの逆流や背 

水の生じやすい低平地である千歳川流域において、2 次支川を含めた本支川一体

で平面２次元非定常洪水流計算を行い、２次支川が本川へ与える影響について

考察する． 

 

２．対象流域および対象洪水、諸条件 

 石狩川には広大な流域面積を持つ多数の１次支川が流入しており、特に 27km

から 40km では石狩川の背水の影響を強く受ける、幾春別川、夕張川、千歳川が

合流する．また、それぞれの１次支川には、図 1 で示すように流域面積が 100km2

を超える大きさの 2 次支川が複数合流している．平成 28 年 8 月北海道豪雨では、8 月 17 日～23 日の 1 週間に、台

風 7 号、11 号、9 号が北海道に上陸し、石狩川流域に大きな被害をもたらした．また、3 個の台風の進路がそれぞ

れ異なっており、図 2 の各地点でのハイエトグラフが示すように、台風 7 号では千歳川流域が降雨の中心、11 号 9

号では上流域が降雨の中心と、降雨分布が異なる．本論文では、この 3 つの台風について、流域面積の大きく、影

響力が大きいと考えられる 2 次支川を含め、本支川を一体で扱い、すべての河川で観測水位データを境界条件とし、

本川同様河道断面形を用いた平面 2 次元非定常洪水流計算を行った．境界条件および計算条件について表１に示す． 

 

３．千歳川および２次支川による本川・千歳川下流への影響  

 図 3の台風７号による千歳川の洪水水面形が示すように、本洪水では、降雨が千歳川流域に集中したことにより、

本川からの背水の影響を大きく受けずに千歳川を流下していることが分かる．ただ、2 次支川の影響が強く、8 月

18 日 0 時では、漁川や嶮淵川といった２次支川からの流下により、1 次支川の千歳川の上流で背水の影響が出てい

る．また、台風 11 号の影響を受けた 21 日 0 時や 18 時では、本川の背水の影響を非常に強く受け、特に 18 時では、

今回解析の上流端とした西腰付近まで背水の影響を受けていることが分かる． 

今回の解析では、表 1 で示すように、解析区間にある主要な 2 次支川においても非定常洪水流解析を行い、2 次支 
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表 1.計算諸条件 

図 1. 検討対象流域図 
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川の水面形を計算で求めている．そのため、千歳川上流端西腰

での流量に、千歳川に流入する２次支川の解析上流端での解析

流量を加えた千歳川全体の流入量 Qin と、千歳川の流末での流

出量 Qout、さらにその差で表される千歳川流域の貯留率の時間

的変化 dS/dt を、解析結果から図 4 として求めている．この図

からわかるように、千歳川流域での降雨が中心となった台風 9

号による洪水である 8 月 17 日～8 月 20 日では、千歳川のピーク

流入量が 380m3/s であるのに対し、貯留率は 275 m3/s となり、

背水の影響の少ない洪水であっても、貯留率は流入量の 72％とな 

る．また、この洪水の期間において、貯留率が負の値をとる時間が、正の値をとる時間の 4 倍程度あることから、

河道に貯めた水を非常にゆっくりと流下させ、石狩川本川の水位低下にもたらしている．さらに、石狩川上流域で

の降雨が中心となった台風 11 号による洪水である 8 月 20 日～8 月 22 日では、ピーク流入量が 155 m3/s であるの

に対し、貯留率が 195 m3/sとなり、貯留率が流入量を超す 124％となっている．このことは、千歳川河道での貯留

が、本川からの逆流により本川下流の洪水被害の低減を担っていることが分かる．最後に、図 5 に、総降雨量と河

道への総流入量、河道貯留量および流末から本川への流出量を示す．降雨量は、解析対象とした千歳川流域におけ

る雨量観測所での観測値から、ティーセン法により求めたものである．これより、総降雨量 1.8 億 m3に対し、河道

への総流出量が 9 千万 m3であることから、千歳川支川群の河道への流出率は 0.5 程度であり、この値は一般に言わ

れている値より小さい．これは上流域に存在する支笏湖、漁川ダム等へ貯留され、河道への流出が抑制されたため

と考えられる．今回の解析では、3 洪水での貯留量を Qin と Qout から求めており、負の貯留量となっている時間帯

が存在する．これは千歳川の河道特性を表すものであり、さらなる考察が必要である． 
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図 3.千歳川水面形 図 4. 千歳川の流入量(Qin)流出量(Qout)・貯留率(dS/dt) 

図 2.石狩川流域ハイエトグラフ 

図 5.千歳川流域の水収支の時間分布 
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